





































































































































































































































実践者は後藤春日、20１１年 6 月から 4 週間、「動
物寓話」のエポック授業を行った。また、１0月か










































































































































































































































































































（Johann Wolfgang von Goethe）が書いた「緑の
蛇と百合姫のメルヘン」26を解釈することにする。
２ ）ゲーテの「緑の蛇と百合姫のメルヘン」
　ゲーテはドイツの詩人、劇作家、小説家で、自
然科学者、政治家、法律家でも活躍した。『若きウェ
イテルの悩み』『ファウスト』などの著作はよく
知られている。シュタイナーは22歳の時、ゲーテ
の自然科学に関する著作を校訂した。その成果は、
１897年に『ドイツ国民文学』という叢書の第一巻
として出版されている。この中に「緑の蛇と百合
姫のメルヘン」がある。この物語の内容は筆者が
まとめると次のようになる。
　鬼火が船を出して欲しいと渡し守（無意識の魂
の力）に頼む。渡し守は船を出す。鬼火は船賃と
して金貨をあげる。しかし、渡し守はそれを受け
取らず、岩の割れ目に落とす。たまたまそこにい
た緑の蛇はそれを飲み込んでしまう。蛇はやがて
金貨の持ち主の鬼火と出会う。鬼火は白百合の姫
のいる宮殿に行きたいと言う。百合姫には彼女の
手が触れると相手が死んでしまうという恐ろしい
呪いがかけられている。隣の国の若者（王子）は
そんな百合姫に心を奪われている。若者（王子）
は百合姫のところに行きたいと思う。しかし、二
第一の類型は、人間の意識がまだ天上界と結び
ついている状態を描いています。そこでは、人
間はまだ神々と直接的なつながりを持ち、神々
との結びつきから地上で生きるための力を汲み
取ります。たとえば、天上的な努力によって病
気が癒されます。無私の心で天上の力に頼れば、
すべてがうまくゆくのです。
第二の類型では、人間の本質が天上界と地上界
に分かれます。天上界と地上界はまだ結びつい
ていて、人間は天上的な救いの力を受け取るこ
とができるのですが、ともかく、メルヘンのな
かに二つの異なる世界が現れます。
第三の類型では、人間の意識は天上界から離れ、
地上界における未来に向かって進んでいきま
す。人間は地上における運命や苦難に巻き込ま
れ、それを克服しようとします。そして地上で
のさまざまな体験を通して、ふたたび天上的な
力、根源的な力を獲得するに至ります。
　シュナイダーの類型は、メルヘンの様式をよく
表現している。そして、人智学の観点から、超感
覚的世界と人間のいる現実世界との結びつきも捉
えられている。ユング派のメルヘン解釈は、メル
ヘンを「人間の内的な成熟過程のある段階」とし
て描き、「元型」というキーワードで解釈していく。
しかし、そこには超感覚的世界と現実世界との結
びつきについては言及されていない。そこが人智
学的側面からの解釈とユング派の元型的側面から
の解釈の違いである。
（ ２ ）シュタイナーのメルヘン解釈
１ ）超感覚的世界の本質
　シュタイナーは、メルヘンは人間の意図的な創
作ではなく、「宇宙の古い霊的な神秘の表現」で
あることは既に述べた。それではそうしたメルヘ
ンをどのように解釈したらよいのだろうか。人類
の古い霊的な神秘の本質をメルヘンのなかから、
どのように取り出したらよいのかが問題となって
くる。シュタイナーは次のように述べる。24
メルヘンの意味を解明するための手段を、人智
学の叡智のなかからとり出してこようとする意
志が、私たちのなかになければならないという
ことです。
　シュタイナーはメルヘンを人智学の観点から解
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ている。27 この論文の中でシュタイナーは、ゲー
テの「緑の蛇と百合姫のメルヘン」の解釈を試み
ている。シュタイナーは次のように述べてい
る。28
この詩作におけるメルヘン像の中でゲーテは、
精神の目で捉えた人間の魂の発達を描いてい
る。初め人間の魂は超感覚的なものに対して、
違和感を感じている。しかし、最後の意識の高
みにおいては、感覚世界でいとなまれた生が、
超感覚的な精神世界によって浸透され、両者が
一つになるのである。この変容のプロセスが、
ゲーテの魂の前に、ファンタジーの形姿として
軽やかに織られていったのである。
　シュタイナーは、ゲーテはこの作品を通して、
人間の魂の進化のありようを描いている。それは
ユングの「人間の成熟過程の一面を描く」のとは
少し異なっている。シュタイナーは人間の魂が進
化し、現実世界（緑の蛇の国）から超感覚的世界
（百合姫の国）に入っていくという魂の進化の過
程を描いていると主張する。この作品で出てくる
川は現実世界と超感覚的世界を隔てる川である。
渡し守（無意識の魂の力）は、超感覚的世界から
現実世界へと人を運べるが、その反対はできない。
これは人間が現実世界で生きているといつしか超
感覚的世界のことがわからなくなってしまうのと
同じである。しかし、緑の蛇が現実世界と超感覚
的世界を結ぶ架け橋となったのである。緑の蛇は
この架け橋になることを決断するまでにはかなり
の時間を要した。ランプを持つ老人も蛇が自由意
志で決断するのを待っていたのである。ゆえに蛇
の決断を聞いた時、「時が来た」と叫んだのである。
緑の蛇は自らをすすんで犠牲にして、現実世界と
超感覚的世界を結ぶ架け橋となったのである。
シュタイナーは次のように言う。29
人は自分が存在するために、自分の存在を放棄
しなければならない、というものである。緑の
蛇という無私の人生経験は、叡智への愛の中で、
また真の体験を伴う叡智の中で発達し、やがて
自らの存在をなげうつ。そして、感性と精神性
の間に橋が架けられるのである。
　緑の蛇は現実世界を生きる中で、自らを犠牲と
つの国は川で隔てられており、橋がなく渡ること
ができない。緑の蛇の国（現実の感覚的世界）か
ら百合姫の国（超感覚的世界）に行くには、真昼
に蛇の背を伝わっていくか、夕方に巨人の長い影
を利用していくかしかない。そのとき、生命を与
えるランプを持つ老人が現れる。老人はすべての
者が力を合わせると奇跡が起きると言う。緑の蛇
はそれを聞いて橋となる決心を密かにする。緑の
蛇が橋となり、若者たち一行は百合姫の国に行く
ことができた。若者（王子）は百合姫に会い、百
合姫に触れようとする。しかし、その途端、若者
（王子）は死んでしまうのであった。老人はラン
プの力によって若者（王子）を運び出す。そこで、
緑の蛇は自分の決心をランプの老人に伝える。緑
の蛇は「犠牲にされる前に、自らを犠牲にするこ
とです。」と言う。そして、老人は百合姫に「左
手で蛇に触れ、右手であなたの愛する人に触れな
さい。」と告げる。すると、若者（王子）の息は
吹き返り、触れると相手を死に至らす百合姫の呪
いも消えた。しかし、緑の蛇は何千もの輝く宝石
となってしまった。老人はそれを集めて、川の中
に宝石を投げ入れた。緑の蛇はやがて宝石の柱と
なって、百合姫の国（超感覚的世界）と緑の蛇の
国（現実の感覚的世界）を結ぶ橋となったのであっ
た。一行はその後、川の下の宮殿へと急ぐ。その
後、宮殿は上昇し神殿も現れてきた。ランプの老
人は「時が来たからです。三つの力が地上を支配
している。叡智、光明、そして力だ。」と唱える。
すると金、銀、銅の王が現れ、それぞれ若者に「認
識（黄金）」「感情（銀）」「意志（銅）」を与えて
祝福した。それはそれぞれ真・美・力の象徴でも
あった。王子（若者）は百合姫を抱き寄せ、老人
は「愛は育てるものだ」と祝福する。ランプの老
人はこうした愛の奇跡が起こった基は、緑の蛇の
自己犠牲によることが大きいと告げた。緑の蛇は
二つの国に橋を架け、百合姫の呪いを解き、王子
（若者）に力を与え、百合姫の国（超感覚的世界）
と緑の蛇の国（現実の感覚世界）を一つにした。
こうして物語は、 3 人の王に祝福された王子（若
者）と百合姫が結婚し、二つの国が一つになり、
人々に幸福をもたらす場面で終わる。
３ ）シュタイナーの「緑の蛇と百合姫のメルヘン」
の解釈
　シュタイナーは、「「緑の蛇と百合姫のメルヘン」
にみられるゲーテの精神様式」という論文を書い
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方とシュタイナー派の「宇宙の古い霊的な神秘の
表現」が投影されているという考え方があった。
　シュタイナーはもともと人智学協会を主宰する
宗教家であり、人間を物質ではなく霊的な存在と
捉えている。人間は「体」「魂（心性）」「霊（精神）」
で構成されており、自己の魂（心性）が進化・発
展していくことが人間の生きる目的であるとして
いる。人間は現実社会で試練を受け、魂が浄化さ
れ、進化・発展していき、より高みの意識に到達
していくという。これは自己の意識が超感覚的世
界に参入していくことである。シュタイナーは、
メルヘンにはこの現実社会から超感覚的世界へと
魂が進化・発展していく過程がよく表現されてい
ると言う。これはゲーテが書いた「緑の蛇と百合
姫のメルヘン」の中でも確認できた。緑の蛇が自
己犠牲を決心する魂の成熟過程がこのメルヘンの
テーマである。子どもは超感覚的世界の響きに意
識が向かう。このことによって子どもは自己の忘
れていた故郷を思い出すのである。子どもはメル
ヘンから魂の栄養分を吸収しているとシュタイ
ナーは言う。ここにシュタイナーのメルヘンに関
するホリスティックな解釈が表れていると考え
る。
　シュタイナーの人智学思想が学問的にどのよう
な位置づけになるかは、現在も問題となるところ
である。しかし、現在の二元論的な世界観が人間
に何をもたらしたかについては、プラスの意見も
マイナスの意見もあることは事実である。我々は
来るべき未来に向けて、今何をなすべきか真剣に
考えるときである。この論考ではこの議論につい
ては言及しない。しかし、シュタイナーのメルヘ
ンの解釈において、彼の人智学思想が反映されて
いたことだけは確認できたと言える。
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人々に幸福をもたらした。新たに王となった王子
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おわりに─シュタイナーの人間観・世界観と
道徳教育─
　シュタイナーの道徳教育論は「感謝、愛情、義
務の徳」「道徳的想像力」「倫理個体主義」に代表
される。シュタイナー学校の実践場面では、詩の
朗誦、語り聞かせ、劇の上演、寓話と聖人伝説、
聖書、オイリュトミーなどが道徳性を育むものと
して実践されている。この中で「語り聞かせ」は
シュタイナー教育の特徴で、シュタイナー幼稚園
の頃から行われている。主にグリム童話（メルヘ
ン）を扱い、教師は淡々と語り聞かせを行う。絵
本の読み聞かせは絵本制作者の意図が直接子ども
の内面に伝わるので、道徳的想像力を重視する
シュタイナー学校では、語り聞かせが採用されて
いる。メルヘンの解釈に関しては、ユング派の「普
遍的無意識の元型が投影」されているという考え
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